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研究成果の概要（和文）：　私的情報を持つ出品者の戦略的行動を分析するにあたっては、留保価格だけではなく、オ
ンラインオークションで広く用いられている「即決価格 (buyout price) 」が出品者の戦略的行動に重要な役割を果た
すことが分かってきた。具体的には、オークションへの参加者人数や財の品質・状態といった情報を伝達するために、
留保価格のみならず即決価格もシグナルとして機能し得る。
　そこで即決価格にかんする既存研究を網羅的に調査し、その成果を "Auctions with a buyout price: A survey" と
してディスカッション・ペーパーにまとめた。

研究成果の概要（英文）： I obtained the finding that, regarding an analysis of a strategic behaviour of a 
seller with private information, a buyout price as well as a reserve price has an important role to a 
seller's strategic behaviour. Concretely, a buyout price as well as a reserve pricecan serve as a signal 
to reveal information about a number of bidders, quality and condition of items.
 I made a discussion paper "Auctions with a buyout price: A survey" which marshals the literature of a 
buyout price.

研究分野：理論経済学
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１．研究開始当初の背景 
1995 年にイーベイがインターネットオー
クションを開始して以来、膨大な量の様々な
財がインターネットオークションを通じて
取引されてきた。日本でも、Yahoo! Japan
が 1998年 9月 28日にインターネットオーク
ションのサービスを開始しており、現在は
7000億円以上の取引高がある。 
サザビーズやクリスティーズなどの伝統
的なオークションハウスで行われるオーク
ションと比較して、インターネットオークシ
ョンには 3つの特徴がある。(1)インターネッ
トオークション特有の機能やオプションが
備わっている、(2)繰り返し構造がある、(3)
潜在的な買手の人数が不確実である、ことで
ある。現在まで、それらの新しい機能につい
て理論と実証の両面から多くの研究が行わ
れてきた（Lucking-Reiley, 2000）。その結果、
例えば、オークションの「終了設定」機能が
売り手の収益や買い手の入札行動に与える
影響が明らかになった（Tsuchihashi, 2011）。 
 (3)について、買手の人数は「ウォッチリス
ト」によって売手の私的情報とみなせる。そ
こで、売手は留保価格を通じてこの私的情報
を買手に伝達する可能性が考えられる。 
一回限りのオークションについて、売手が
「買手の人数」を公開するか否かを売手の戦
略とみなして、この情報公開が売手と買手の
期待利得に与える影響を分析した研究はい
くつか存在する（McAfee and McMillan, 
1987; Harstad, Kagel and Levin, 1990; 
Levin and Ozdenoren, 2004）。これらの研究
では、一回限りのオークションでは、買手が
リスク回避的ならば、売手は戦略的に人数情
報を公開しても、期待収益を高められないこ
とが示されている。 
しかしながら、現実のインターネットオー
クションでは、売手が、ウォッチリストによ
って得た人数情報を戦略的に開示している
ケースが非常に多く見受けられる。このこと
は、繰り返し構造を持つインターネットオー
クションでは、人数情報の戦略的開示によっ
て売手の期待収益が上昇する可能性を意味
しているかもしれない。 
 
２．研究の目的 
「買手の人数」を売手の私的情報とするオ
ークションを定式化して、以下の 5点を明ら
かにすることを研究の目的とした。(1)売手が
「買手の人数」を公開した場合と非公開にし
た場合のそれぞれについて、オークションの
各回における開始価格がどのように推移す
るのか、(2)売手が「買手の人数」を公開した
場合と非公開にした場合のそれぞれについ
て、買手の最適な入札戦略はどのように変化
するのか、(3)売手の戦略的な情報公開（また
は情報非公開）によって、どれほど効率性が
阻害されるのか：完備情報の場合と比較して、
財が落札されるまでの期間がどれほど長く
なるのか、(4)売手が「買手の人数」を公開し

た場合と非公開にした場合のどちらが、買手
の期待収益を増加させるのか、(5)売手が「買
手の人数」を公開した場合と非公開にした場
合のどちらが、売手の期待収益を増加させる
のか 
 
３．研究の方法 
研究方法は以下の 4点にまとめられる。(1)
「繰り返し構造を持つインターネットオー
クション」にかんする既存研究の調査、(2)
留保価格や即決価格の情報伝達機能にかん
する既存研究の調査、(3)ゲーム理論モデルを
構築して、売手及び買手の戦略や期待利得を
分析すること、(4)ヤフオクのデータを用いた
実証研究、である。 
 
４．研究成果 
「繰り返し構造を持つインターネットオ
ークション」において留保価格が売手の私的
情報をどのように伝達するのかを分析して
きた。分析を進めてきて新たにわかったこと
は、留保価格だけではなく即決価格が重要な
役割を持つ可能性があるということである。
そのため、即決価格にかんする先行研究を網
羅的に調査して、即決価格を分析するために
既存研究が用いた方法（モデル）および実
証・実験研究の結果をまとめたディスカッシ
ョンペーパーを公開した。 
即決価格にかんする既存研究の概要は以
下のようであった。まず、即決価格の研究に
あたっては、誰かが入札すると即決価格を行
使できなくなるイーベイ型（一時的即決価
格）と、誰かの入札後も依然として即決価格
を行使できるヤフオク型（常設的即決価格）
の 2つに分類できる。即決価格が売手の期待
収入を高める条件は Budish & Takeyama 
(2001) によって初めて分析されたが、その
後の研究では大きく4つの状況が明らかにさ
れた。(1)売手あるいは買手がリスク回避的で
ある、(2)売手あるいは買手が時間について忍
耐弱い、(3)売手が競争にさらされている、(4)
売手が即決価格と留保価格を用いて参照点
を形成する、(5)買手がオークションの参加コ
ストを負担する、である。特別な場合をのぞ
けば、即決価格が設定されたオークションは
非効率的である。つまり、もっとも高い評価
値の買手が必ずしも勝利するとは限らない。
この点もすべての研究において共通して言
及されている。 
これらはすべて理論研究であるが、主にイ
ーベイのデータを用いた実証研究と、実験室
やオンラインオークションのプラットフォ
ームを用いた実験の論文も多く存在する。こ
れらの研究でほぼ共通して得られた結果は
「即決価格を付けることで売手は収入を増
やせる」という点である。 
さらに、ディスカッションペーパーの作成
にあたって以下の3点にかかわる既存研究が
一切存在しないことが明らかになった。(1)
即決価格のシグナル機能に焦点を当てた研



究、(2)繰り返しオークションにおいて即決価
格を分析した研究、(3)複数財オークションに
おける即決価格の研究。そのため、これらの
分析については今後の課題であると言える。 
即決価格を情報伝達の手段として用いる
に当たっては以下の困難な点があることも、
既存研究の調査の過程から明らかとなった。
「高い落札額」と「高い売れ残りの可能性」
との間に相関があるため、留保価格を情報伝
達の手段として用いることができるのだが、
即決価格にはこのトレードオフが存在しな
いのである。つまり、高い即決価格が買手に
受諾されなくても、その後のオークションを
通じて財は売却されるのである。この問題を
解決するために参加コストをモデルに導入
することも考えられるが、現在のところうま
く分析できない。この点は非常に重要であり、
今後解決しなければならない。 
また、ヤフオクのデータを収集し始めた。
このデータを用いた実証研究も試みたいと
ころだが、研究期間の制約からデータを分析
するには至らなかった。 
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